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庶
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汚
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れ
し
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来
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て
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目
第
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り
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へ
り
。

判

t
v
過
=
於
是
↓
と
あ
り
。
但
し
平
人
を
ば
非
人
と
冊
刑
す
る
も
、
い
と
上

代
よ
り
の
都
た
り
け
ん
。
続
日
本
後
紀
K
.
承
利
九
年
秋
七
月
成
巾
.

罪
人
橘
泡
勢
.
除
=
本
姓
-m剛
=
非
人
姓
↓
流
一
-
於
伊
豆
図
↓
お
群
二
年
冬
十

月
丙
午
.
有
v
勅
附醐
=
非
人
逸
勢
男
総
叙
-wH
山
等
本
姓
-
掠
z
入
京
吋
と
あ

り
て
、
橘
逸
勢
が
一
族
を
も
一
時
非
人
の
姓
を
印
刷
は
り
し
た
り
。
姓

は
そ
の
族
名
な
れ
ば
、
則
ち
今
い
ム
非
人
の
総
統
陀
似
た
り
。
き
れ

ば
非
人
は
.
乞
児
の
一
名
の
如
く
た
り
し
ゅ
ゑ

K
、
吾
が
金
部
K
て

以
来
貧
苦
に
せ
ま
り
し
者
共
な
る
が
ゆ
ゑ
医
、
浅
野
・
笠
舞
・柳
原
共

O
漠
野
隠
坊
町

此
の
地
は
活
務
園
初
以
来
岡
持
続
徒
の
居
住
所
に
て
、
非
人
町
と
共
の

ゃ
。
但
し
此
の
名
聞
は
他
聞

他

腕
下
陀
て
も
同
ゃ
う
た
り
し
ゅ
ゑ

地
主
接
せ
り
。

此
の
異
種
徒
主
ば
、
藤
内
と
も
隠
坊
と
も
呼
べ
り
。

故
K
世
人
波
野
隠
坊
町
と
栴
し
来
り
、
浅
野
中
的
の
村
地
な
り
し
か

ど
.
共
の
初
て
居
住
所
と
な
り
し
年
暦
等
の
事
は
、
未
だ
鮮
か
な
ら

・
ヂ
。
然
る
陀
明
治
四
年
八
月
の
御
建
に
依

0
て
.
隠
坊
町
の
名
稀
を

廃
止
し
.
非
人
町
と
共

K
.
抽
出
野
新
町
と
更
K
町
名
を
立
て
、
金調陣

乞
食
共
を
非
人
と
呼
び
、
モ
の
取
締
人
を
ば
非
人
頭
と
抑
制
せ
し
に

民
、
明
治
四
年
八
月
鰍
府
牒
へ
の
布
告
に
、
如
v
左
御
越
あ
り
。

穣
多
非
人
等
之
都
被
v
燈
候
僚
、

一
般
民
絡
に
編
入
し
、
身
分
・
職
業

共
都
て
同

一
K
相
成
候
桜
可
v
致
=
取
扱
ヱ
ん
地
租
共
外
除
錆
の
仕
来
も

有
v
之
候
は
ピ
、
引
直
し
方
見
・
込
取
訓
.
大
山蹴
世
相
へ
可
n
伺
出
-
背
中
。

市
中
へ

属
せ
し
め
ら
れ
た
り
。

O
藤
内
隠
坊
之
来
歴

辛
未
八
月
廿
八
日

太

政

藤
内
・隠
坊
は
同
一

の
名
目
に
て
、
一

種
の
異
種
徒
也
。
金
津
市
街
並

幼
の
俗
鯵
陀
も
、
と
う
な
い

・訟
ん
ぼ
う
と

τ異
種
徒
の
第
一
と
す
。

お
御
建

F
K付
き
非
人
の
名
m
仰
を
出
回
し
‘
民
絡
を
一
般
の
平
民
と
た

し、

金
潟
市
中
共
の
芯
K
任
せ
移
勝
・居
住
等
勝
手
次
第
と
た
り
た

り
。
故
陀
各
，
商
業
陀
有
付
吉
.
市
街
乞
食
の
俄
を
禁
止
せ
ら
る
。

按
宇
る
に
、
此
の
浅
野
中
島
の
非
人
位
、
承
版
元
年
初
て
此
の
地
に

い
肥
し
へ
よ
り
藤
内
・隠
坊
と
て
雨
明
榊
あ
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。
ま

た
異
種
徒
の
も
の
数
積
あ
る
中
に
も
、
藤
内
・隠
坊
は
殊
に
織
れ
の
茜

敷
も
の
と
な
し
た
り
。
是
火
葬
場
の
茶
枇
の
事
主
事
ら
と
左
し
、
死

金
滞
古
蹟
古
市
港
叶
一

四




